
財務諸表に対する注記

1．重要な会計方針

（1）　棚卸資産の評価基準方法は、先入先出法による原価法を採用している。

（2）　消費税は税込処理を行っている。

2．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産及特定資産の残高は、次のとおりである。

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

　定期預金 21,000,000 0 0 21,000,000
小　　計 21,000,000 0 0 21,000,000

特定資産

　国際交流基金 6,390,000 0 1,420,040 4,969,960
　物理探査研究開発基金 7,050,000 0 0 7,050,000
　物理探査活性化基金 5,031,935 0 0 5,031,935

小　　計 18,471,935 0 1,420,040 17,051,895
合　　　計 39,471,935 0 1,420,040 38,051,895
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